
PayPay投信
ウルトラバランス
世界株式

運用報告書（全体版）
第９期

（2024年２月26日決算）

受益者のみなさまへ
　平素は「PayPay投信ウルトラバランス　
世界株式」にご投資いただき、厚くお礼申し
上げます。
　さて、当ファンドは、このたび第９期決算を
行ないましたので、期中の運用状況につき
まして、ご報告申し上げます。
　今後とも一層のご愛顧を賜りますよう、 
お願い申し上げます。

●当ファンドの仕組みは次の通りです。

商 品 分 類 追加型投信／内外／資産複合

信 託 期 間 無期限です。ただし、元本金額が10億円を下回った場合
などはファンドを終了（繰上償還）させる場合があります。

運 用 方 針 この投資信託は、信託財産の成長を図ることを目的として
運用を行ないます。

主要運用対象

PayPay
投 信
ウルトラ
バランス　
世界株式

ウルトラマザーファンド（以下、「マザーファ
ンド」という場合があります。）受益証券を主
要投資対象とします。

マ ザ ー
ファンド

主として、投資信託証券（金融商品取引法第２
条第１項第10号に規定する投資信託及び外国
投資信託の受益証券並びに同項第11号に規定
する投資証券及び外国投資証券をいい、この投
資信託においては、上場投資信託証券としま
す。）、国内外の債券先物取引及び商品先物取引
に投資を行ないます。

組 入 制 限

PayPay
投 信
ウルトラ
バランス　
世界株式

①マザーファンドへの投資割合には、制限を設
けません。 

②株式への実質投資割合には、制限を設けませ
ん。 

③外貨建資産への実質投資割合には、制限を設
けません。 

④デリバティブの使用（マザーファンドにおけ
る使用を含みます。）は、ヘッジ目的に限定
しません。

マ ザ ー
ファンド

①株式への投資割合には、制限を設けません。 
②外貨建資産への投資割合には、制限を設けま

せん。 
③デリバティブの使用は、ヘッジ目的に限定し

ません。

分 配 方 針

①毎決算期に収益の分配を行なう方針です。ただし、基準価
額の水準や市場動向等を勘案して収益の分配を行なわない
場合もあります。

②分配対象額は、経費控除後の配当等収益と売買益（評価
益を含みます。）等とします。

③信託財産に留保した収益の運用については、特に制限を設
けず、「基本方針」および「運用方法」に基づき元本と同
一の運用を行ないます。

PayPayアセットマネジメント株式会社
東京都千代田区神田錦町一丁目１番地

サポートダイヤル
0120－580446

〈受付時間〉 営業日の午前９時〜午後５時
https://www.paypay-am.co.jp
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■設定以来の運用実績

決　　算　　期

基　　準　　価　　額
投資信託
証券比率

債券先物
比　　率

商品先物
比　　率

純 資 産
総　　額(分配落)

収益分配金
(課税前)

期　　中
騰 落 率

(設　定　日) 円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円

2019年８月23日 10,000 － － － － － 187

１期（2020年２月25日） 11,048 0 10.5 73.4 169.3 33.6 527

２期（2020年８月25日） 11,096 0 0.4 77.7 167.1 34.2 492

３期（2021年２月25日） 10,782 0 △2.8 79.6 177.5 35.4 388

４期（2021年８月25日） 12,249 0 13.6 76.2 160.7 35.8 443

５期（2022年２月25日） 11,478 0 △6.3 78.3 171.5 34.2 415

６期（2022年８月25日） 10,964 0 △4.5 82.1 176.6 36.2 395

７期（2023年２月27日） 9,469 0 △13.6 80.9 179.8 36.9 342

８期（2023年８月25日） 10,191 0 7.6 77.7 178.3 37.8 335

９期（2024年２月26日） 11,277 0 10.7 78.6 172.9 36.0 282

＊基準価額の騰落率は収益分配金（課税前）込み。
＊当ファンドはマザーファンドを組入れますので、「投資信託証券比率」、「債券先物比率」、「商品先物比率」は実質比率を記載しております。
＊債券先物比率及び商品先物比率は、買建比率－売建比率。
＊設定日の基準価額は当初設定時の価額です。また、設定日の純資産総額は、当初設定元本総額を記載しています。
＊当ファンドは、特定の指数を上回るまたは連動することを運用の基本方針とはしていないため、該当するベンチマーク等はありません。

■当期中の基準価額等の推移

年　　月　　日

基　　準　　価　　額
投資信託
証券比率

債券先物
比　　率

商品先物
比　　率騰 落 率

(期　　　首) 円 ％ ％ ％ ％

2023年８月25日 10,191 － 77.7 178.3 37.8

　　８月末 10,402 2.1 79.9 178.4 35.4

　　９月末 9,687 △4.9 81.2 176.4 34.9

　　10月末 9,694 △4.9 79.6 176.0 34.4

　　11月末 10,517 3.2 78.2 172.2 34.8

　　12月末 10,995 7.9 78.9 176.6 34.7

2024年１月末　 11,126 9.2 78.6 174.8 34.4

(期　　　末)

2024年２月26日 11,277 10.7 78.6 172.9 36.0

＊期末基準価額は収益分配金（課税前）込み。騰落率は期首比。
＊当ファンドはマザーファンドを組入れますので、「投資信託証券比率」、「債券先物比率」、「商品先物比率」は実質比率を記載しております。
＊債券先物比率及び商品先物比率は、買建比率－売建比率。
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■当期の運用実績

〈基準価額の動き〉

　当期末の基準価額は、11,277円となり、前期末と

の比較では10.7％の上昇となりました。

〈基準価額の主な変動要因〉

　米国や欧州での利下げ期待の高まりやインフレ圧

力の後退などを背景に世界各国の株式を主要投資対

象とする投資信託証券が上昇したことなどがプラス

要因となり、基準価額は上昇しました。また、米国

の長期金利の低下や米ドルの下落などを受けて米国

の金先物が上昇したこともプラス要因となりました。

〈収益分配金〉

　収益分配金（１万口当たり、課税前、以下同じ）については、基準価額の水準や分配原資の積み上がり状

況等を勘案し、分配を見送らせていただきました。なお、収益分配に充てなかった利益につきましては、信

託財産内に留保し元本部分と同一の運用を行ないます。

　なお、分配原資の内訳は以下の通りです。

■分配原資の内訳(１万口当たり)

項　　　　　目

第９期

2023年８月26日　
～2024年２月26日

当期分配金(税込み) －円

(対基準価額比率) －％

当期の収益 －円

当期の収益以外 －円

翌期繰越分配対象額 2,588円

＊「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後・繰越欠損補填後の売買益（評価益を含む）」から分配に充当した金額です。
　また、「当期の収益以外」は「収益調整金」および「分配準備積立金」から分配に充当した金額です。
＊「当期の収益」および「当期の収益以外」は、小数点以下を切捨てて表示しているため、合計が「当期分配金」と一致しない場合があります。
＊当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率で、ファンドの収益率とは異なります。

2023年
８月25日
（期首）

2024年
２月26日
（期末）

9,000

10,000

11,000

（円）
12,000

当期の基準価額の推移
2023年８月25日～2024年２月26日
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〈市況〉

　世界各国の株式は、米国や欧州で利下げ期待が高まったことやインフレ圧力が後退したことなどが押し上

げ材料となり上昇しました。一方、各国の中央銀行の金融政策の先行きを睨みながら長期金利は方向感の無

い動きとなりました。

　世界各国の株式は、米国の金融引締め長期化観測などを背景に2023年10月にかけて下落しました。その後

は、冴えない経済指標の発表を受けて米国の長期金利が低下したことなどから上昇に転じ、米国や欧州のイ

ンフレ圧力の後退や人工知能（AI）向け需要の拡大期待などを背景に期末にかけて堅調に推移しました。

　米国の10年物国債の利回りは、金融引締め長期化観測などを背景に2023年10月にかけて上昇（債券価格は

下落）しました。11月以降は、米連邦準備理事会（FRB）が利下げに転じるとの見方などから低下（債券価

格は上昇）したものの、2024年１月以降は堅調な経済指標の発表やインフレ指標の上振れなどを背景に再び

上昇基調で推移しました。フランスの10年物国債の利回りは、インフレに対する警戒感や欧州中央銀行（ECB）

の追加利上げなどを背景に2023年10月にかけて上昇しました。その後は、米国国債の利回りの動きに連れて

低下したものの、ＥＣＢ高官の利下げ牽制発言などを受けて期末にかけて上昇基調で推移しました。わが国

の10年物国債の利回りは、日本銀行がマイナス金利政策を早期に解除するとの思惑などから2023年11月にか

けて上昇した後、米国や欧州の国債利回りの動きに連れて低下に転じました。12月以降は、日本銀行の金融

政策の先行きを睨みながら方向感の無い動きとなりました。

　米国の金先物は、米国の長期金利の低下や米ドルの下落などを受けて堅調に推移しました。
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■当期の運用経過

〈PayPay投信ウルトラバランス　世界株式〉

　当ファンドは、マザーファンド受益証券を通じて、世界各国の株式を主要投資対象とする投資信託証券、

国内外の債券先物取引及び商品先物取引に実質的に投資を行ない、信託財産の成長を図ることを目的として

運用を行なうことを基本としています。

　当ファンドは、運用の基本方針に則り、ほぼ全額をマザーファンド受益証券に投資しました。

〈ウルトラマザーファンド〉

　当期も、運用の基本方針に則り、投資信託証券を通じて世界各国の株式に投資するとともに、国内外の債

券先物取引及び商品先物取引を活用しました。資産配分については、世界各国の株式を主要投資対象とする

投資信託証券への投資割合は信託財産の純資産総額の80％程度、米国の国債先物取引は買建玉の時価総額の

合計額が信託財産の純資産総額の70％程度、フランスの国債先物取引は同70％程度、わが国の国債先物取引

は同35％程度、米国の金先物取引は同35％程度で推移させました。なお、世界各国の株式への投資は、上場

投資信託証券であるｉＳｈａｒｅｓ ＭＳＣＩグローバルミニマムボラティリティファクター・ＥＴＦを通

じて行ないました。

■今後の運用方針

〈PayPay投信ウルトラバランス　世界株式〉

　引き続き、マザーファンド受益証券にほぼ全額投資し、信託財産の成長を目指してまいります。

〈ウルトラマザーファンド〉

　今後も世界各国の株式を主要投資対象とする投資信託証券、国内外の債券先物取引及び商品先物取引に投

資を行ない、信託財産の成長を図ることを目的として運用を行なってまいります。資産配分については、世

界各国の株式を主要投資対象とする投資信託証券80％程度、米国の国債先物取引70％程度、フランスの国債

先物取引70％程度、わが国の国債先物取引35％程度、米国の金先物取引35％程度を基本とする方針です。

　今後とも引き続きご愛顧賜りますよう、宜しくお願い申し上げます。

※上記は作成日時点の見通しであり、今後予告なしに変更することがあります。また市場の変動等により方

針通りの運用が行なわれない場合があります。
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■１万口(元本10,000円)当たりの費用の明細

項　　　目

第９期

項　　目　　の　　概　　要(2023.８.26～2024.２.26)

金　額 比　率

信託報酬 31円 0.295％ 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率。期中の平均基準価額（月末値の平均値）は

10,403円です。

(投信会社) (14) (0.139) 委託した資金の運用の対価

(販売会社) (14) (0.139) 交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の情報提供等の対価

(受託会社) (2) (0.017) 運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

売買委託手数料 7 0.068
売買委託手数料＝期中の売買委託手数料／期中の平均受益権口数。売買委託手数料は、有価

証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料
(投資信託証券) (2) (0.019)

(先物・オプション) (5) (0.049)

その他費用 49 0.475 その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数

(保管費用) (23) (0.225) 海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の送金・資産の移転等に要する費用

(監査費用) (2) (0.016) 監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用

(法定開示に係る費用) (24) (0.234) 印刷会社等に支払う目論見書、運用報告書等の作成、印刷、交付等に係る費用

合　　　　計 87 0.838

＊期中の費用(消費税のかかるものは消費税を含む)は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。なお、売買委
託手数料及びその他費用は、当ファンドが組入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。

＊各項目の費用は、当ファンドが組入れている投資信託証券（マザーファンドを除く）が支払った費用を含みません。
＊「金額」欄は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
＊「比率」欄は１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。
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（参考情報）

■総経費率

　当期中の運用・管理にかかった費用の総額を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）

を乗じた数で除した総経費率（年率）は1.51％です。

＊費用は、１万口当たりの費用の明細において用いた簡便法により算出したものです。
＊各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
＊各比率は、年率換算した値です。
＊上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率と異なります。

運用管理費用
（投信会社）

0.27%

総経費率
1.51% 運用管理費用

（販売会社）
0.27%

運用管理費用
（受託会社）

0.03%

その他費用
0.94%
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■売買及び取引の状況（2023年８月26日から2024年２月26日まで）

（１）親投資信託受益証券の設定、解約状況

設　　　　　定 解　　　　　約

口　　　数 金　　　額 口　　　数 金　　　額

千口 千円 千口 千円

ウルトラマザーファンド － － 72,014 86,100

＊単位未満は切捨て。
＊－印は該当なし。

■利害関係人との取引状況（自2023年８月26日　至2024年２月26日）

〈PayPay投信ウルトラバランス　世界株式〉

　期中における利害関係人との取引はありません。

〈ウルトラマザーファンド〉

　期中における利害関係人との取引はありません。

＊利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。

■組入資産の明細（2024年２月26日現在）

（１）親投資信託残高

項　　　　　　　目
期　首（前　期　末） 当　　　期　　　末

口　　　数 評　価　額 口　　　数 評　価　額

千口 千円 千口 千円

ウルトラマザーファンド 295,724 331,329 223,710 279,167

＊単位未満は切捨て。
＊ウルトラマザーファンド合計の受益権口数は223,710千口です。

■投資信託財産の構成（2024年２月26日現在）

項　　　　　目
当　　　期　　　末

評　価　額 比　　　率

　 千円 ％

ウ ル ト ラ マ ザ ー フ ァ ン ド 279,167 97.1

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 8,430 2.9

投 資 信 託 財 産 総 額 287,597 100.0

＊評価額の単位未満は切捨て。
＊外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、２月26日における邦貨換算レートは
　１米ドル＝150.36円、１ユーロ＝162.67円です。
＊ウルトラマザーファンドにおいて、当期末における外貨建資産(235,293千円)の投資信託財産総額(279,255千円)に対する比率は、84.3％です。
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PayPay投信ウルトラバランス　世界株式

■資産、負債、元本及び基準価額の状況

（2024年２月26日）現在

項　　　　　目 当　期　末

円

（Ａ）資 産 287,597,762

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 8,430,010

ウルトラマザーファンド（評価額） 279,167,752

（Ｂ）負 債 5,157,099

未 払 解 約 金 3,425,031

未 払 信 託 報 酬 931,617

未 払 利 息 3

そ の 他 未 払 費 用 800,448

（Ｃ）純 資 産 総 額 （ Ａ － Ｂ ） 282,440,663

元 本 250,453,231

次 期 繰 越 損 益 金 31,987,432

（Ｄ）受 益 権 総 口 数 250,453,231口

１万口当たり基準価額（Ｃ／Ｄ） 11,277円

■損益の状況

（自2023年８月26日　至2024年２月26日）

項　　　　　目 当　　　期

円

（Ａ）配 当 等 収 益 △2,007

受 取 利 息 52

支 払 利 息 △2,059

（Ｂ）有 価 証 券 売 買 損 益 28,488,693

売 買 益 33,935,335

売 買 損 △5,446,642

（Ｃ）信 託 報 酬 等 △1,732,065

（Ｄ）当 期 損 益 金 （ Ａ ＋ Ｂ ＋ Ｃ ） 26,754,621

（Ｅ）前 期 繰 越 損 益 金 △16,033,002

（Ｆ）追 加 信 託 差 損 益 金 21,265,813

（ 配 当 等 相 当 額 ） (39,471,299)

（ 売 買 損 益 相 当 額 ） (△18,205,486)

（Ｇ）計 （ Ｄ ＋ Ｅ ＋ Ｆ ） 31,987,432

（Ｈ）収 益 分 配 金 0

次 期 繰 越 損 益 金 （ Ｇ ＋ Ｈ ） 31,987,432

追 加 信 託 差 損 益 金 21,265,813

（ 配 当 等 相 当 額 ） (39,532,358)

（ 売 買 損 益 相 当 額 ） (△18,266,545)

分 配 準 備 積 立 金 25,304,124

繰 越 損 益 金 △14,582,505

＊損益の状況の中で(Ｂ)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。
＊損益の状況の中で(Ｃ)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。
＊損益の状況の中で(Ｆ)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。

〈注記事項〉
・期首元本額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　329,311,265円
・期中追加設定元本額　　　　　　　　　　　　　　　　　 21,794,856円
・期中一部解約元本額　　　　　　　　　　　　　　　　　100,652,890円

■収益分配金のお知らせ

　当期の収益分配は、見送らせていただきました。
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ウルトラマザーファンド

ウルトラマザーファンド

運 用 報 告 書

第４期（決算日　2023年７月25日）

（計算期間：2022年７月26日～2023年７月25日）

　「ウルトラマザーファンド」の第４期の運用状況をご報告申し上げます。

●当ファンドの仕組みは次の通りです。

信 託 期 間 無期限です。

運 用 方 針 この投資信託は、信託財産の成長を図ることを目的として運用を行ないます。

主 要 運 用 対 象

主として、投資信託証券（金融商品取引法第２条第１項第10号に規定する投資信託及び外国投

資信託の受益証券並びに同項第11号に規定する投資証券及び外国投資証券をいい、この投資信

託においては、上場投資信託証券とします。）、国内外の債券先物取引及び商品先物取引に投資

を行ないます。

組 入 制 限
①株式への投資割合には、制限を設けません。

②外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。

③デリバティブの使用は、ヘッジ目的に限定しません。

PayPayアセットマネジメント株式会社
東京都千代田区神田錦町一丁目１番地
https://www.paypay-am.co.jp
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ウルトラマザーファンド

■設定以来の運用実績

決　　算　　期

基　　準　　価　　額
投資信託
証券比率

債券先物
比　　率

商品先物
比　　率

純 資 産
総　　額期　　中

騰 落 率

(設　定　日) 円 ％ ％ ％ ％ 百万円

2019年７月25日 10,000 － － － － 470

１期（2020年７月27日） 11,525 15.3 80.7 173.0 35.6 789

２期（2021年７月26日） 13,090 13.6 76.5 171.7 32.5 551

３期（2022年７月25日） 12,101 △7.6 76.8 171.3 33.3 495

４期（2023年７月25日） 11,644 △3.8 81.4 174.9 35.1 359

＊債券先物比率及び商品先物比率は、買建比率－売建比率。
＊設定日の基準価額は当初設定時の価額です。また、設定日の純資産総額は、当初設定元本総額を記載しています。
＊当ファンドは、特定の指数を上回るまたは連動することを運用の基本方針とはしていないため、該当するベンチマーク等はありません。

■当期中の基準価額等の推移

年　　月　　日

基　　準　　価　　額
投資信託
証券比率

債券先物
比　　率

商品先物
比　　率騰 落 率

(期　　　首) 円 ％ ％ ％ ％

2022年７月25日 12,101 － 76.8 171.3 33.3

　　７月末 12,461 3.0 78.2 169.4 34.8

　　８月末 11,590 △4.2 80.4 182.5 35.3

　　９月末 10,386 △14.2 79.0 176.5 35.2

　　10月末 10,815 △10.6 81.9 172.5 34.4

　　11月末 11,257 △7.0 80.4 174.6 35.2

　　12月末 10,565 △12.7 79.2 175.2 35.0

2023年１月末　 11,004 △9.1 80.8 179.3 35.8

　　２月末 10,357 △14.4 80.1 177.5 35.2

　　３月末 11,103 △8.2 80.3 176.9 36.0

　　４月末 11,313 △6.5 81.7 178.5 35.5

　　５月末 11,317 △6.5 78.6 175.5 34.8

　　６月末 11,550 △4.6 80.9 182.1 35.5

(期　　　末)

2023年７月25日 11,644 △3.8 81.4 174.9 35.1

＊騰落率は期首比。
＊債券先物比率及び商品先物比率は、買建比率－売建比率。
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ウルトラマザーファンド

■当期の運用実績

〈基準価額の動き〉

　当期末の基準価額は、前期末比 457円下落 

（－3.8％）の11,644円となりました。

〈基準価額の主な変動要因〉

　米国の堅調な雇用情勢や物価上昇、欧米の中央銀

行のタカ派姿勢などを背景に米国やフランスの国債

先物が下落したことなどがマイナス要因となり、基

準価額は下落しました。

〈市況〉

　米国の堅調な雇用情勢や物価上昇、欧米の中央銀

行のタカ派姿勢などを背景に長期金利が上昇しまし

た。一方、米連邦準備理事会（FRB）の利上げ打ち

止めに対する期待感などからリスク資産は堅調に推移しました。

　世界各国の株式は、米国のインフレ圧力の高まりやＦＲＢの積極的な利上げ姿勢などを背景に2022年10月

にかけて下落しましたが、米国の物価指標の伸びが鈍化したことなどを受けて反発に転じ、その後も、ＦＲ

Ｂの利上げ打ち止めに対する期待感などが押し上げ要因となり、上昇基調が続きました。

　米国の10年物国債の利回りは、米国の堅調な雇用情勢や物価上昇、ＦＲＢ高官のタカ派的な発言などを背

景に2022年10月にかけて大きく上昇（債券価格は下落）しました。その後は利回りが低下（債券価格は上昇）

する場面も見られましたが、米国の利上げ継続観測の高まりなどから2023年７月にかけて再び上昇基調で推

移しました。フランスの10年物国債の利回りは、米国国債の動きに連れて2022年10月にかけて上昇しました。

その後も、欧州中央銀行（ECB）総裁が利上げ継続の意向を示したことなどを受けて上昇基調が続きました。

わが国の10年物国債の利回りは、日本銀行が2022年12月の金融政策決定会合で長期金利の許容変動幅を拡大

したことを受けて上昇した後、欧米の金融不安を背景に安全資産として買われたことなどから低下するなど

2023年３月にかけて不安定な動きとなりました。その後は、日本銀行の大規模緩和修正への思惑を背景に上

昇基調で推移しました。

　米国の金先物は、ＦＲＢ議長が利上げペースの減速を示唆したことや米国政府の債務上限問題などを背景

に2023年１月にかけて上昇しました。その後も、米ドルが主要国の通貨に対して下落したことなどが押し上

げ要因となり、底堅く推移しました。

2022年
７月25日
（期首）

2023年
７月25日
（期末）

１月25日

10,000

11,000

12,000

（円）
13,000

当期の基準価額の推移
2022年７月25日～2023年７月25日
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ウルトラマザーファンド

■当期の運用経過

　当ファンドは、世界各国の株式を主要投資対象とする投資信託証券、国内外の債券先物取引及び商品先物

取引に投資を行ない、信託財産の成長を図ることを目的として運用を行なうことを基本としています。

　当期も、運用の基本方針に則り、投資信託証券を通じて世界各国の株式に投資するとともに、国内外の債

券先物取引及び商品先物取引を活用しました。資産配分については、世界各国の株式を主要投資対象とする

投資信託証券への投資割合は信託財産の純資産総額の80％程度、米国の国債先物取引は買建玉の時価総額の

合計額が信託財産の純資産総額の70％程度、フランスの国債先物取引は同70％程度、わが国の国債先物取引

は同35％程度、米国の金先物取引は同35％程度で推移させました。なお、世界各国の株式への投資は、上場

投資信託証券であるｉＳｈａｒｅｓ ＭＳＣＩグローバルミニマムボラティリティファクター・ＥＴＦを通

じて行ないました。

■今後の運用方針

　今後も世界各国の株式を主要投資対象とする投資信託証券、国内外の債券先物取引及び商品先物取引に投

資を行ない、信託財産の成長を図ることを目的として運用を行なってまいります。資産配分については、世

界各国の株式を主要投資対象とする投資信託証券80％程度、米国の国債先物取引70％程度、フランスの国債

先物取引70％程度、わが国の国債先物取引35％程度、米国の金先物取引35％程度を基本とする方針です。

　今後とも引き続きご愛顧賜りますよう、宜しくお願い申し上げます。

※上記は作成日時点のものであり、今後予告なしに変更することがあります。また市場の変動等により方針

通りの運用が行なわれない場合があります。
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■売買及び取引の状況（2022年７月26日から2023年７月25日まで）

（１）投資信託証券

買　　　　　付 売　　　　　付

口　　数 金　　額 口　　数 金　　額

外国 口 千米ドル 口 千米ドル

(アメリカ）

ｉＳｈａｒｅｓ ＭＳＣＩグローバルミニマムボラティリティファクター・ＥＴＦ 5,946 570 14,395 1,362

＊金額は受渡し代金。
＊単位未満は切捨て。
＊管理上の都合により、口数の単位を調整して表示する場合があります（後掲の「組入資産の明細」において同じ。）。

（２）先物取引の銘柄別取引状況

銘　　　　　柄　　　　　別
買　　　　　建 売　　　　　建

新規買付額 決　済　額 新規売付額 決　済　額

国内 百万円 百万円 百万円 百万円

債券先物取引 長期国債先物 710 742 － －

外国

債券先物取引 米国10年国債先物 1,207 1,286 － －

フランス10年国債先物 1,167 1,269 － －

商品先物取引 金先物 949 1,003 － －

＊単位未満は切捨て。
＊期中の取引金額は、各月末（決算日の属する月については決算日）の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算した金額の合計です。
＊－印は該当なし。

■利害関係人との取引状況（自2022年７月26日　至2023年７月25日）

　期中における利害関係人との取引はありません。

＊利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。

■１万口(元本10,000円)当たりの費用の明細

項　　　目

第４期

項　　目　　の　　概　　要(2022.７.26～2023.７.25)

金　額 比　率

売買委託手数料 16円 0.144％
売買委託手数料＝期中の売買委託手数料／期中の平均受益権口数。売買委託手数料は、有価

証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料
(投資信託証券) (4) (0.037)

(先物・オプション) (12) (0.108)

その他費用 136 1.216 その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数

(保管費用) (136) (1.216) 海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の送金・資産の移転等に要する費用

合　　　　計 152 1.360 期中の平均基準価額（月末値の平均値）は11,143円です。

＊期中の費用(消費税のかかるものは消費税を含む)は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。
＊各項目の費用は、当ファンドが組入れている投資信託証券が支払った費用を含みません。
＊「金額」欄は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
＊「比率」欄は１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。

CC_23084232_03_ostPayPay_PayPay投信ウルトラバランス世界株式_運用実績2.indd   13 2024/03/25   14:52:24



－ 14 －

ウルトラマザーファンド

■組入資産の明細（2023年７月25日現在）

（１）外国投資信託証券

銘　　　　　柄

当　　　期　　　末

口　　数
評　価　額

比　　率
外貨建金額 邦貨換算金額

(アメリカ) 口 千米ドル 千円 ％

ｉＳｈａｒｅｓ ＭＳＣＩグローバルミニマムボラティリティファクター・ＥＴＦ 20,665 2,065 292,487 81.4

合　　計
口数・金額 20,665 2,065 292,487

銘柄数＜比率＞ 1 － <81.4％>

＊評価額の単位未満は切捨て。
＊邦貨換算金額は期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により、邦貨換算したものです。

■投資信託財産の構成（2023年７月25日現在）

項　　　　　目
当　　　期　　　末

評　価　額 比　　　率

　 千円 ％

投 資 証 券 292,487 79.9

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 73,712 20.1

投 資 信 託 財 産 総 額 366,199 100.0

＊評価額の単位未満は切捨て。
＊外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、７月25日における邦貨換算レートは
１米ドル＝141.58円、１ユーロ＝156.70円です。

＊外貨建資産（297,805千円）の投資信託財産総額に対する比率は、81.3％です。

（２）先物取引の銘柄別期末残高

銘　　　　　柄　　　　　別
当　　　　　期　　　　　末

買　建　額 売　建　額 評 価 損 益

国内 百万円 百万円 百万円

債券先物取引 長期国債先物 133 － 0.2295

外国

債券先物取引 米国10年国債先物 253 － △5

フランス10年国債先物 241 － △1

商品先物取引 金先物 126 － △0.025484

＊単位未満は切捨て。ただし、金額が単位未満の場合は小数で記載。
＊邦貨換算金額は期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。
＊－印は組入れなし。
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■資産、負債、元本及び基準価額の状況

（2023年７月25日）現在

項　　　　　目 当　期　末

円

（Ａ）資 産 366,199,487

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 29,963,527

投 資 証 券 （ 評 価 額 ） 292,487,297

未 収 入 金 234,000

差 入 委 託 証 拠 金 43,514,663

（Ｂ）負 債 6,866,201

未 払 金 6,866,145

未 払 利 息 56

（Ｃ）純 資 産 総 額 （ Ａ － Ｂ ） 359,333,286

元 本 308,604,988

次 期 繰 越 損 益 金 50,728,298

（Ｄ）受 益 権 総 口 数 308,604,988口

１万口当たり基準価額（Ｃ／Ｄ） 11,644円

■損益の状況

（自2022年７月26日　至2023年７月25日）

項　　　　　目 当　　　期

円

（Ａ）配 当 等 収 益 5,827,612

受 取 配 当 金 5,790,939

受 取 利 息 39,757

そ の 他 収 益 金 9,220

支 払 利 息 △12,304

（Ｂ）有 価 証 券 売 買 損 益 27,775,710

売 買 益 31,122,530

売 買 損 △3,346,820

（Ｃ）先 物 取 引 等 取 引 損 益 △49,835,749

取 引 益 37,148,284

取 引 損 △86,984,033

（Ｄ）そ の 他 費 用 等 △4,790,318

（Ｅ）当期損益金（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ） △21,022,745

（Ｆ）前 期 繰 越 損 益 金 86,017,928

（Ｇ）追 加 信 託 差 損 益 金 960,839

（Ｈ）解 約 差 損 益 金 △15,227,724

（Ｉ）計 （ Ｅ ＋ Ｆ ＋ Ｇ ＋ Ｈ ） 50,728,298

次 期 繰 越 損 益 金 （ Ｉ ） 50,728,298

＊損益の状況の中で(Ｂ)有価証券売買損益および(Ｃ)先物取引等取引損益は期末の評価換えによるものを含みます。
＊損益の状況の中で(Ｇ)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。
＊損益の状況の中で(Ｈ)解約差損益金とあるのは、中途解約の際、元本から解約価額を差し引いた差額分をいいます。

〈注記事項〉
・期首元本額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　409,479,673円
・期中追加設定元本額　　　　　　　　　　　　　　　　　  7,439,161円
・期中一部解約元本額　　　　　　　　　　　　　　　　　108,313,846円

※期末における元本の内訳
PayPay投信ウルトラバランス　世界株式　　　　　　　　308,604,988円
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